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論  文  内  容  の  要  旨  






















Streptococcus mutans NCTC10449、Lactobacillus casei ATCC4646、Actinomyces naeslundii ATCC 
19246、Parvimonas micra GIFU7745、Enterococcus faecalis SS497、Fusobacterium nucleatum 1436、
Porphyromonas gingivalis ATCC33277に対する未重合MDPBの最小発育阻止濃度 (MIC) と最小
殺菌濃度 (MBC) を測定し、う蝕および感染根管関連細菌に対するMDPBの抗菌力を評価した。






以下CPS) とMDPBを溶解させるのに用いた80%エタノール (以下Et) を使用した。 
3. 感染象牙質モデルを用いた抗菌効果の評価 







ウシ抜去前歯の唇側エナメル質または象牙質面を ACC, CPS あるいは Et で処理した後、セルフ
 アドヒーシブセメントであるクリアフィルSAセメントオートミックス (クラレノリタケデンタ
ル，以下 SA)、またはプライマー処理を伴うパナビア F2.0 (クラレノリタケデンタル，以下 PA) 
を用いて金属ロッドを接着させ、37℃下で 24 時間水中保管後、せん断接着強さを測定した。 
2. ワンステップセルフエッチングシステムの象牙質接着性に及ぼす影響 
ヒト抜去歯の歯冠象牙質平坦面を各被験材料で処理後、クリアフィルボンド SE ONE (クラレノ
リタケデンタル，以下 SE) またはスコッチボンドユニバーサルアドヒーシブ (3M ESPE，以下
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菌効果と、各種レジン系接着材の歯質接着性に及ぼす影響を in vitro にて評価したもので
ある。 
その結果、試作窩洞殺菌材が、象牙質に感染した細菌を殺菌するうえで市販のクロルヘ
キシジン系窩洞殺菌剤よりも有効であり、また、その適用が各種のレジンセメントやセル
フエッチ接着システムの歯質接着性に悪影響を及ぼさないことが明らかとなった。 
以上の研究成果は、種々の修復処置に汎用的に使用できる新たな窩洞殺菌材の開発に成
功したことを示すものであり、本研究は博士（歯学）の学位授与に値するものと認める。 
 
 
 
 
 
 
 
